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はじめに 

リリースノートではクラウドサイン Salesforce 版の主要な新機能や既存機能の機能強化に関する概要情報

を提供します。新機能、機能強化には既存環境に影響を与える可能性があるものがあります。より詳細な情

報については、リリース時に公開予定のヘルプサイトを参照ください。 

 

ヘルプサイト： https://doc.terrasky.com/display/CLOUDSIGN 

  

https://doc.terrasky.com/display/CLOUDSIGN
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1. Lightning Experienceへの対応 

パッケージに含まれる画面やアプリケーションを Lightning Experience に対応させました。 

1. パッケージに含まれる画面 

これまで、書類送信画面、リマインド画面、バッチスケジュール登録画面は、Lightning Experience

環境で表示すると、Salesforce Classic デザインのまま表示されていたため、違和感がありました。今回

の対応により、Lightning Experience 環境でも違和感なく利用できるようになります。 
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2. アプリケーション 

これまで、Lightning Experience 環境で利用するには、システム管理者が Lightning Experience 用に

アプリケーションを追加する必要がありました。今回の対応により、アプリケーションを追加すること

なく利用できるようになります。 
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2. 書類の締結状況の即時確認 

書類の送信後、送信先が書類を締結したかを、送信先ごとに任意のタイミングで確認できるようになりま

した。 

これまでは、システム全体で定期的にスケジュールされたタイミングでしか確認できなかったため、送信

先から書類の締結の連絡を受けても Salesforce へすぐに反映されませんでした。また、書類の確認状況をチ

ェックするには、クラウドサインにログインする必要がありました。 

今回のバージョンアップにより、送信先オブジェクトに [書類の確認] ボタンを追加することで、ユーザ

ーが任意のタイミングで書類の締結状況を確認できるようになりました。 

システム全体の定期的なスケジュールでの確認は、これまで通り利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ Salesforce Classic でも利用可能です 

※ 送信先オブジェクトにカスタムオブジェクトを利用する場合は、カスタムオブジェクト用の [書類を確認] ボタンを作成する

必要があります 
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3. 締結済み書類ファイルの個別ダウンロード 

締結済みの電子署名が付与された書類ファイルを、任意のタイミングでクラウドサインからダウンロード

できるようになりました。 

締結済み書類ファイルは、書類が締結済みになると必ずクラウドサインからダウンロードされ、

Salesforce のストレージに保存されます。そこで、下記の機能を追加することにより、締結済み書類ファイ

ルを任意のタイミングで Salesforce に保存できるようにしました。これにより Salesforce のストレージの使

用量を抑えることが可能になります。 

1. 書類送信ごとのダウンロードを可能に 

クラウドサイン管理オブジェクトに「締結済ファイル」項目を追加しました。この項目を関連リスト

に追加することで任意のタイミングでダウンロードが可能になります。 

2. 定期的なスケジュールでの書類ファイルのダウンロード実行を停止 

書類送信ごとにダウンロードが可能になっても、定期的なスケジュールで必ずダウンロードされてし

まうと、二重にダウンロードされてしまいます。これを防止するために、定期的なスケジュールではダ

ウンロードを停止する機能を追加しました。 

システム全体の定期的なスケジュールでの確認は、これまでどおり利用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ Salesforce Classic でも利用可能です 

※ 送信先オブジェクトにカスタムオブジェクトを利用する場合は、カスタムオブジェクト用の [締結済ファイル] 項目を作成す

る必要があります 
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4. 取引先責任者以外から書類を送信する場合の機能改善 

送信先オブジェクトにカスタムオブジェクトを利用している場合、以下が可能になりました。 

1. 送信先名に Name 項目以外を設定可能 

これまで送信先名には Name 項目を使用していたため、Name 項目を自動採番や氏名以外の項目とし

て利用しているオブジェクトは、送信先オブジェクトとして使えませんでした。今回のバージョンアッ

プによって、企業名などの設定と同様に、送信先名の項目も設定できるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 送信先メール項目に数式（テキスト）型を設定可能 

これまで、送信先メール項目にはメール型の項目しか設定できませんでした。そのため、送信先のメ

ール項目を親オブジェクトに持っている場合、数式でメール項目の値を参照して送信先として利用する

ことができず、トリガーやプロセスビルダーで値をコピーする必要がありました。今回のバージョンア

ップにより、データ型が数式（テキスト）型の項目も利用できるようになり、利便性が高まります。 
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5. 書類送信画面のタイトルを初期設定可能に 

書類送信画面のタイトルに、デフォルト値を設定できるようになりました。 

これまで、新規の画面表示時は空欄で、すべて手入力するか、1 つ目の添付ファイルを選択した際にコピー

されたファイル名を修正するか、といった手間がありました。そのため、タイトルの入力を簡略化したい、

送信先オブジェクトの値を引き継いでタイトルに設定したいといった要望を受け、URL パラメータで初期設

定ができるようにしました。 
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6. バッチログ削除機能の追加 

書類の確認状況の確認バッチログや、締結済み書類ファイルのダウンロードバッチログを削除する機能を

追加しました。 

これまで、削除する機能がなかったため、ビューから 1 件ずつ削除するか、開発者コンソールなどでコー

ドを記述して削除する必要がありましたが、今回のバージョンアップで、一括削除が可能になりました。当

機能はバッチ処理により削除を行います。システム管理者が、Salesforce の [Apex をスケジュール] 機能を

使用して、任意のタイミングで削除機能を呼び出せるようになりました。 

 

 

7. オブジェクト権限、項目レベルセキュリティのチェック処理の追加 

各機能を使用する際に、それぞれの機能ごとに必要なオブジェクトの権限（参照、作成、編集、削除）と、

項目レベルセキュリティ（参照アクセス権、編集アクセス権）をチェックするようにしました。これにより、

権限の付与が適切でないユーザーが利用することを防げるようになりました。 
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